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新潟県東蒲原郡三川村三川鉱山産の自然金

Nativegold from M ikawami ne,NiigataPrefecture,Japan

山 川 純 次 (JunJ.YAM AKAWA)書l
田 遇 満 雄 (MltSuOTANABE)■2
島 田 和 昌 (KazumasaSHTMADA)'2
逸 見 千 代 子 (ChlyOkoHENMl)'1

NallVCgoldwasroulldatMlkawamlneNILgalaF～cfcclurC,Japan Thenwcra】wasass∝1alcdwllhquartzlna

drusewllh)∩quartz-velnlnprOPyrllcThecrTSlaLswereformedlnnlLrOrmJeHCulaLedanddEndnt]cShaFX･SWllh

aboLJL1nmLcrlglhwllh01mmwldLhand005mrnlhlCknessVeryrnaHcablcaJldducLJIcopaqueandycHow

wIlhrnclaHIClusICrQuaLllallVCandserrH-quantltaいVeanalyseswereperformedbylhcwave]englhdlSPCrSIVe
EPM^ QuanMallVe)y､lhccrysta一scontalnCdAuAgarldHg Seれl-qlJanll(aLIVeanalyseswereexecutedw)Lh

ZAFCOTTCC(1(川a】gorllhrnTheresultsshowedlhalLhcsespec)mcnshadaaveragechemlCaLcomposltLOn

Auo77AgoIIHgol2ThlS叩CClmCnWasarCh■Vedalours'leWITトaco‖ecllOnnlJmberESO-MOl001

Keywords､NaLIVeGoLd,MlkawaMlnee)cclrum.ESOIMOICOL

l序

三川鉱l川ま新潟iL.1-来Ifi手順 耶三川村に位nylする鉱山

である 二次鉱物の推11111が豊里7:･.であり,方鉛鉱,閃

眺鉛鉱,哉銅鉱.試鉄鉱,赤鉄鉱石英(紫水晶)､ ド

ロマイト,菱鉄鉱,方解石,丑品石,ノK離船銅鉱,

孔雀石,藍銅鉱,白鉛鉱,硫酸鉛鉱,群鉛鉱,プロ

ソヤン銅鉱,El孔雀石,硫札 赤銅鉱.尾去沢石,

ビーバ-石 銅アルミナ石,菱亜鉛鉱,東鉛孔裾 石.

炭鮭TT針銅鉱.ラング石 シューレンベルグ石,レ

ッドヒル石.打針銅鉱などが産Lt'.する 今回,邪者

らは三川鉱LJrで自然金の畔払熟を兄い出したのでこ

れを報岱する

Il弛賞の概要

三川鉱山は足尾71'fおよび緑色凝灰岩柿に属してい

る,El雅紀から申新Litにかけて形成されたと推定さ

れているVeln型の熱水鉱床である 主に鹿瀬屑に属

する花樹-hl]lと津)l帽 に屈する変朽安山岩によって偶

成されている 鉱床の規模は約5.(氾Om X 】.0(カm X

8,000mと推定されている CU,ZnおよびAgを目的に

採擬された鉱山である(SaLO,1980)

日 産状

自然金は変朽安山岩中の品洞内に存在しており.

石英と共に産出している｡哉金色不透明で金属光沢

図L三川鉱Llr産自然金 写i'iの左右は約20rrlm
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を持っている.石英中に存在する結晶は塊状である.

石英から分離して成長している結晶は糸状から帯

状,部分的に樹枝状の結晶である.自然金の産状を

図1に示す.

ⅠV.化学組成

産出した自然金の化学組成を決定するために波長

分散型X線マイクロアナライザ(WDX-EPMA)による

定性分析と定量分析を行った.分析には岡山大学理

学部地球科学科のJEOLJXA-733を使用した.加速電

圧は25kV,試料電流はpcD上で20nAであった.晶

洞内に産出していた,約1.OmmXO.1mmの薄いリボ

ン状の試料をエポキシレジンバインダでスライドグ

ラス上に分析用の標準物質とともに固定した.Auと

Agの標準物質にはそれぞれ純金および純銀の薄を使

用した.補正計算のアルゴリズムにはzAF法を使用

した.今回はHgの標準物質が用意できなかったので,

Hgの初期濃度は全体からAuとAgの濃度を差し引い

たものと仮定して,ZAFによる繰り返し計算を実行

した.したがって,組成分析は半定量的なものであ

る.各分析点の強度は5回の繰り返し計算で前回の

値と有意な差を示さなくなった.最終的に得られた

化学組成を平均するとAuo.77Ag｡.llHgo12となった･

V.議論

三川鉱山の自然金の産出状況は,他の鉱山産のも

のと比較しても特殊な点は無かった.自然金は通常,

AuとAgの連続固溶体,すなわちエレクトラムとし

て産出するが,三川鉱山産の自然金も同様の性質を

示した.さらに,今回のサンプルには無視できない

割合でHgが含有されていた.これが分析したサンプ

ルに特有の性質なのか,三川鉱山を特徴づける性質

なのかは今後の検討課題である.なお,本論文で報

告した標本は岡山大学理学部地球科学科に標本とし

て収集され,標本番号ESO-MOl00lが付加された.
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